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2023年度「多摩地域市民活動公募助成」事業実施報告書 

団体名  国立市観光まちづくり協会                       

代表者・役職名 氏名 理事長 板坂克二             

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
春かおる立川・国立桜デジタルスタンプラリー 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 
２００８年１０月設立。伝統、芸能、文化、歴史、そして景観や自然など「、多くの資源がコンパクトにまと

まった国立のまちの魅力を都市型観光振興として活用し、まちの活性化を図ることを目的とする 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
立川市と国立市は JR中央線沿線に隣接する中で、各々が昭和記念公園・国立駅前大学通りなどの様々な

桜の名所を有していることから、2市の観光振興団体が連携して桜の開花時期に合わせたデジタルスタンプ

ラリーを実施した。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
参加者は自身のスマートフォンにデジタルスタンプラリーの専用アプリをダウンロードし、開催期間内に立川

市と国立市の桜の名所のスタンプ付与地点（28カ所）を回遊しながら、スタンプを集めていただいた。 

集まったスタンプ数により、立川市や国立市に関連のある景品が当たる抽選に参加していただいた。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
桜の開花を楽しみにされていた市民や来街者への周知により、広域的な回遊性の向上とまちの賑わいを創

出する地域振興事業となった。アプリダウンロード数８７２件、アプリプレビュー数 ２２，９２３件。 

17日間の開催で時間制限もなかったため、天候に左右されることがなく、様々な生活スタイルの方々が自身

の都合に合わせて参加された。また、高齢者が初めてスマートフォンを使って参加出来たことで喜ばれ、高

齢者の IT活用に貢献した。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
当事業による広域的な回遊性の向上とまちの賑わい創出が、各地域の個店（飲食店等）の活性化にもつな

がる取り組みを検討したい。また、隣接する市（国分寺市等）との連携により広域性の拡大も検討したい。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください
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